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＜要旨＞

熊本県天草上島北部の天草市有明町赤崎沖の有明海海底から， 点の旧象の 属臼歯化石がさし網によっ

て引き揚げられた．標本の計測値および形態的特徴をもとに検討した結果，旧象の 属

の右下顎第一大臼歯および右上顎第三（？）大臼歯と判明した．産出層準は，口ノ津層群佐伊津層（新第

三紀上部鮮新統〜第四紀下部更新統）と推定される．このことは，産出層が ． の産出層準として最も新し

い層準とされる関東東京都あきる野市に分布する鮮新統矢颪層に比較されることを示唆する．したがって 今回の産

出は本邦における の生息年代の最終期から の出現時期にかけての 属の進化お

よび地理的分布の変遷を考える上で重要な知見を提供すると思われる

＜Abstract＞ 
Two fossil molars of elephant were pulled up from the bottom of the Ariake sea, by a fisherman’s gill net. This 

submarine fossils site is placed in the sea bottom offshore of Akasaki, the Amakusa-kamishima, Kumamoto 
Prefecture. By the morphological study of the specimens, two kinds of molars of elephants are discriminated, 
among which one is identified with right first molar of lower jaw and another one is a right third (?) molar of 
upper jaw of Stegodon miensis Matsumoto. The stratigraphic horizon of these molars is presumed the Plio-
Pleistocene Saitsu Formation of the Kuchinotsu Group and this occurrence imply this formation is correlative 
with the Pliocene Yaoroshi Formation of Kantou districts which is known as the uppermost horizon of Stegodon 
miensis in Japan. Therefore, it seems to be that the occurrence of these Stegodon molars provide important 
knowledge in consideration to the genus Stegodon evolution and its geographical distribution from the end of the 
age of S. miensis to the emergence of S. protoaurorae, in Japan. 
 
 

１  はじめに

年 月下旬〜 月上旬に 天草上島北西部

の天草市有明町赤崎沖の有明海海底（水深 〜 ）

から 大矢野町の漁師（出口典彦，松男氏）のさし網

によって 属下顎臼歯化石 点が引き揚げら

れ 同年 月 日に同じ場所で 同じ漁師によって

再び 属上顎臼歯化石１点が引き揚げられた

その後 これらの２つの化石標本は 採集者によって

熊本博物館に寄贈された

これまで 熊本県天草地域の有明海海底から 漁師の

網によって引き揚げられたいくつかの旧象化石が知られ

ている（亀井 大塚 ） その中で 熊本

県天草市有明町赤崎沖の有明海の海底から引き揚げられ

た熊本博物館所蔵の下顎骨およびその中に植立した下顎

第三大臼歯について 亀井（ ）はトウヨウゾウ
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と記載している 一方 大塚（ ）は こ

の標本について として

より大型の臼歯であると述べている 対岸の島原半島南

部に発達する口ノ津層群大屋層下部層（下部更新統）か

らは の下顎臼歯の産出（大塚 ほか

）および 原記載

の臼歯の産出（

）が報告されている 口ノ津層群加津佐層に包含さ

れる津波見脊椎動物化石層（第四紀下部更新統）からは

を含む多くの脊椎動物化石が報告されてい

る（ ） 口ノ津層群北有馬層

の下半部からは ムカシマンモス類（ 属）のプ

ロキシムスゾウ（ ）の臼歯 北

有馬層最上部からは アケボノゾウ（

）の化石が産出している（大塚・古

川 大塚 ほか ） 年 月下旬には

湯島西方 の有明海海底（水深 ）から大矢野町の漁

師（出口典彦，松男氏）により

の右上顎第二臼歯が揚げられ 熊本博物館に寄贈された

（未公表）

本稿では 出口氏により熊本博物館に寄贈された前記

点の 属の臼歯について 古生物学的記載および

産出層の層位学的な検討を行なった 標本の比較に際し

ては 戸隠地質化石博物館 （＝

）のレプリカ標本及び文献をはじめ，

主に国内から報告されている 属の文献を参照

し 測定においてはノギスを用い小数第一位まで測定し

た 属の分類については に従

い 臼歯の用語については 犬塚（ ）

および三枝（ ）を参考にした．本研究で

は 稜（ ）は近心側から順に数えた．臼歯の解剖学

的略語については， に従い，近心あるいは

遠心端の副稜（歯帯 ）が十分に稜を構成して

いない場合“×”で表示し “＋”は臼歯の欠損部分を

示した．例えば，７稜を伴った不完全な近心の稜と遠心

副稜の稜式は “＋７×”と表記される．歯種について

は に従い， （上顎歯）， （下顎

歯）を用い，乳歯 については 上顎歯 で表記した．

博物館の略語： ； 熊本
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図 1. ステゴドン臼歯化石の産出場所
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産地と地質

旧象化石の産出地点を図１に示す 産出地点は 天草

上島の天草市有明町赤崎沖約５ 北緯 ° ′ ″ 東

経 ° ′ ″付近 の水深 〜 の有明海海底であ

る 本報告の産出地点は 天草上島の有明町と湯島に挟

まれる海域にあたる ここでの海底地形は台地状をなす−

〜− 平坦面区が分布し 湯島南部には北東から南西

方向に伸びる− 以深の海底谷が発達し この平坦面と

急斜面で接している 松石・松本 ） 本報告の旧

象化石産出地点はこのような急斜面に形成された侵食谷

と考えられる 松石・松本（ ）は 本報告の化石

産地を含む南部有明海域（天草下島・天草上島・大矢野

島・湯島に囲まれた範囲）の海底沖積層を調査し 沖積

層と基盤の古第三系の間に鮮新―更新統が広く分布して

いることを確認している さらに松石・松本（ は

上記の鮮新―更新統を本渡層の名称を採用しているが

これは大塚（ ）の島原半島南部に分布する口ノ

津層群の一部に相当するとした 大塚（ ）は 天草

下島・上島・湯島に分布する鮮新―更新統（佐伊津層・

大矢野層・諏訪原層・湯島（＝諏訪原層相当層））は

島原半島に分布する口ノ津層群相当層で 口ノ津層群と

その相当層は 元来一つの堆積盆地に形成されたと考え

られるとした 表１に放射年代を基にした有明海南部地

域の鮮新―更新統層序を示し 概観する

島原半島について 口ノ津層群は 淡水性および浅海

性の堆積層を主として 下位から大屋層 加津佐層 南

串山層 西正寺層 北有馬層の５層に区分される 大屋

層は 河川ならびにデルタ性の堆積物で 岩相により下

部層と上部層に分けられる（大塚・古川 大塚 ほ

か， ） 加津佐層は 砂層・シルト層を主とし 最

上部には海棲貝化石群を含み 淡水―浅海性を示す 加

津佐層の中部―上部にかけての地層から

を含む 鹿類化石で特徴づけられる津波見脊椎動物化石

群を産出する（ 大塚

大塚・古川 大塚 ほか， ） 口ノ津層群の

南串山層 西正寺層 および北有馬層は 火山砕屑物

シルト層 砂層などからなる主に浅海成の堆積物である

（大塚・古川 大塚 ほか， ）

天草下島について 林（ ）は 天草下島北西部

湯島 大矢野島に分布する鮮新―更新統に対して本渡層

と命名し 佐伊津部層 茂木根部層 湯島部層よりなる

とした しかし この本渡層の名称は長尾（ ）の古

第三系にも使用されてので 大塚（ ）は 下島に分

布する鮮新―更新統に対して“佐伊津層”と命名 再定

義し 口ノ津層群の一員であるとし 林（ ）の 佐伊

津部層 茂木根部層を佐伊津層に整理した さらに 大

塚（ ）は 天草下島に分布する佐伊津層は 河川

ないし湖沼の堆積環境下を示唆し 大屋層に対比される

とした この佐伊津層からは サイ類およびシカ類の足

跡化石群が発見されている（岡村 ほか ）

佐伊津沖に広がる鮮新―更新統（＝佐伊津層）は

南部有明海域では東北東の大矢野島に向かい 南傾斜

（ °〜 °）をなし 南限は本渡で沖侵食谷と古第三系

の境をなす断層帯が東北東―西南西に伸び 断層帯と接

する付近で北傾斜を示し 向斜構造をなす（松石・松本

） 大塚（ ）でも 佐伊津層は 佐伊津町以北

ではほぼ東西の走向で南へ（ °〜 °）の傾斜 佐伊津

町より以南では走向は北へ（ °〜 °）の傾斜をなす向

斜構造を示し 東西の伸びを示す向斜軸が御領―茂木根

間に存在するとしている

大矢野島においては 主に水成の火山砕屑物からなる

大矢野層および 主に砂礫層からなる諏訪原層が分布し

ている（大塚 千藤 ほか ） 大塚

（ ）では 諏訪原層が下位で大矢野層が累重すると

し 松村 千藤 ほか （ ） 渡辺

（ ）および長谷・岩内（ ）では 諏訪原層は大

矢野層を不整合に覆うとしている 林（ ）は 湯島

に分布する新第三紀層を本渡層群の湯島部層とし 大塚

（ ）は 湯島に分布する更新―最新統を大矢野島に

分布する諏訪原層の相当層と考えた 長谷 ほか

（ ）は 挟在する凝灰岩のフィッション・トラック

年代を明らかにして 湯島層を再定義した また 湯島

層は海棲貝化石をふくんでいると報告している 湯島層

のフィッション・トラック年代は１ 前後 長谷 ほか

）であり 大矢野層のフィッション・トラック年代

が ± 〜 ± （渡辺 ）という結果

である さらに渡辺（ ）は 諏訪原層のジルコンを
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表 1．有明海南部地域の鮮新更新統層序　 （長谷・岩内 ,1993 一部抜粋を放射年代を基に改変）

放射年代（Ma: 百万年）: ①0.5～0.7（大塚・古川 岡口・ 大塚 , 
岡口・大塚  ④

岡口・大塚 , 1986), 
長谷 ほか , 2017), ⑥ 

長谷 ほか 0.36, 
渡辺 , 1989)

5.33Ma

2.58Ma

0.78Ma

0.126Ma

3.6 Ma

0.0117Ma

地域
時代
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新
　第
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　世
　

更
　新
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後
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中
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前
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後
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中
新
世

後
期
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用いたフィッション・トラック年代測定を試みて 年代

測定に十分なジルコンは得られなかったが ジルコンの

群色が大矢野層のものより淡く 更新世のジルコンによ

く見られる極薄桃色を呈し 大矢野層より後期に生成し

たと推定されるとしている したがって 以上の結果か

ら諏訪原層は大矢野層より上位（後期）に堆積したと考

えられる 大塚（ ）は 南部有明海域の鮮新―更新

統は陸域における大屋層および佐伊津層に対比されるこ

とが可能であるとしている 大矢野層は 周辺の諸火山

から噴出した火山砕屑物が比較的短時間に堆積した（千

藤 ほか ）という環境はゾウの生息と考えにくい

また 佐伊津沖には 鮮新―更新統（＝佐伊津層）が広

がり 東北東の大矢野島に向かい向斜構造をなす 向斜

軸は東西の伸びを示し 御領―茂木根間に存在する（松

石・松本 大塚 ）としている 以上のこと

から 本報告のゾウ臼歯化石は佐伊津層から産出した可

能性が最も高いと考えられる

標本の記載

標本 右下顎第一大臼歯（ ）

右上顎第三大臼歯（ ）

産地 天草上島熊本県天草郡有明町赤崎沖の有明海海底

（水深 〜 ）

層準 口ノ津層群佐伊津層 推定層準

地質時代 新第三紀鮮新世後期から第四紀更新世初期

所蔵 熊本博物館

0 5cm

頬側
頬側

舌側
舌側

1th 稜

1th 稜

2th 稜

2th 稜

3th 稜

3th 稜

4th 稜

4th 稜

5th 稜

5th 稜

6th 稜

6th 稜

副稜

乳頭
（mammillae）

副稜

近
心
側

近
心
側

遠
心
側

近
心
側

遠
心
側

遠
心
側

A B
1

2

1

2

図 2. 有明海から産出したステゴドン臼歯化石で使用した用語
　A  KCM 12-000189  1. 咬合面観   2. 舌側面観 , 
　B  KCM 12-000190  1. 咬合面観　2. 頬側面観 ,　スケールバー＝5cm
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記載

１） 右下顎第一大臼歯（ ）（図

図 ）

近心端の欠損 歯根および歯冠の近心側側面に破損が

見られるが 全体的に保存のよい櫛状歯（

） 歯冠は 咬合面観で頬側に凹んで曲がり 舌

側に僅かに膨出している 歯冠の高さは遠心側に向かっ

て漸次高くなり 全体的に咬合面はわずかに凹む 歯冠

と歯根の境（歯頸線）は明瞭であり 舌側および頬側の

歯冠基部は膨出する 歯冠には わずかにエナメル褶曲

が残されて破損している 稜目と 〜 稜目および遠心タ

ロニッドが保存されている 歯根はほぼ完全で 近心端

に独立した歯根が見られる ２番目稜はエナメル褶曲の

近心側が約１ 失われている 以上のことから稜式は

＋６ となる（＋：欠損 ６：稜数 ：副稜） 歯冠

遠心端は膨出し 逆に歯根遠心端は近心側に強く凹み

歯根下部にかけてスカート状に広がる さらに歯根遠心

端中央には縦に溝状の大きなくぼみが歯根下部にかけて

見られる ６稜目以外は 咬合によりかなり咬耗し 均

一でないエナメル褶曲の輪（エナメル環）が見られる

エナメル層は二層からなる エナメル層の外層は内層に

比べて緩やかに低い． ６稜目は 個の大きさの異なっ

た乳頭（ ）が見られる 稜と稜の間のセメント

質は 番目稜〜 番目稜の谷に発達し 特に 番目稜と

番目稜の間のセメント質は稜の頂に達するほど発達して

いる 以下に の計測値を記す．

臼歯位置 右下顎

稜数 ６

稜式 ＋ ×

使用咬板数

残存歯冠長

歯冠幅 稜 ―

稜

稜

稜

稜

稜

歯冠高 稜 ―

舌側 稜

稜

稜

稜

稜

歯冠高 稜 ―

頬側 稜

稜

稜

稜

稜

エナメル層厚さ 稜

稜

稜

稜

稜

稜 ―

稜頻度（稜数 ） 舌側 頬側

 右上顎第三大臼歯（ ？）（図２

図５）

歯冠の２稜のみが保存され 歯根は完全に欠損している

残存歯冠長 歯冠の近心端・遠心端および頬側

縁 舌側縁は破損および一部欠損している 咬合面にお

いて近心端および遠心端の背側はエナメル質が剥離し象

牙質が露出している これは破断面（図 ）におい

ても観察される 側面観で咬合面はゆるやかに膨出し

摩耗は見られない 両方の稜は大きさが大きく 最大歯

冠幅 ＋ （近心側 大きさの異なる乳頭

（ ）がゆるやかな 字状に並ぶ（どちらも

個） 乳頭の間に縦のはっきりした細い溝が見られる

残存する２つの稜について 舌側面は稜の尖頭から頸部

にかけてゆるやかに膨らむ 一方頬側面は稜の頂から頸

部にかけてほぼ真っ直ぐで急である（図 ） 舌

側および頬側の稜の頂―頸部斜面は 稜 稜とも非対称

である それぞれの稜の高さは高く（最大歯冠高

） それぞれの稜の近心斜面は急（約 °）で

遠心斜面はそれよりは緩やか（約 °）である 図

その間を深い 字の谷を形成する 咬合面観で そ
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れぞれの稜の遠心側基部（舌側―頬側の１ ３舌側）が強

く凹む 稜間のセメント質は見られない 字の谷の間

の間隔は約 である 以下に の計測

値を記す．

臼歯位置 右上顎 （？）

稜数

稜式

使用咬板数

残存歯冠長

歯冠幅 稜 ＋

稜 ＋

※ 近心側からの稜数

歯冠高 稜 ＋

稜 ＋

※ 近心側からの稜数

稜頻度（稜数 ）

数 稜

稜

．比較・考察

１） 属の同定と本邦における 属について

属の臼歯の特徴として 櫛状歯（

）を基本とし エナメル質の咬合面上に内層と外

層の段構造が形成され セメント質が発達する などの

特徴が示されている 樽野 ；三枝

は いずれ

も櫛状歯を示す また においては エナ

メル質の段構造およびセメント質の発達が見られる

においては 咬耗が進んでいないため エナメ

ル質の段構造はみられない セメント質は稜間の 字谷

にわずかに確認される これについて 樽（ ）では

東京都福生市から産出した 属のわずかにセメン

ト質が残されている臼歯について 本来は 咬合面を除

く歯冠全体がセメント質に覆われていた可能性を示して

いる したがって についてもその可能性

が考えられる 以上のことから

はいずれも 属に同定される

現在では，日本列島の 属は 以下の 種にま

とめられている．

○ ミエゾウ

樽野（ ）は が 長野県鮮

新統から産出したゾウ頭骨化石を

を新種として記載した標本について

属であることを明らかにした さらに 樽野

（ ）これまで日本列島の鮮新統産の大型ステゴドン

（島原半島の口ノ津層群大屋層下部層からの

も含めて） すべて シンシュ

ウゾウ に含め では独立

種として の特徴を示した 樽・甲能

（ ）は 国際動物命名規約により

は のジュニアシノニムであるとした

○ 
ハチオウジゾウ

は 東京都八王子の下部更新統

から 個体と思われる 属の６個の臼歯と つの

切歯が産出し その標本をもとに を

新種として提唱した この種は から

に至る系統において進化的なギャップを埋める種

であるとした

○ アケボノゾウ

樽野（ ）は 日本の鮮新―更新統から産出する小

型の 種を検討し

は

のシノニムであり は日本産の

のシノニム の一部は

であることを明らかにし の臼歯の

特徴を定義した

○ （トウヨウゾウ）

およそ 万〜 万年前の中期更新世に中期に日本列

島に生息していた（樽野 ） 備讃瀬戸からは比較

的まとまった標本が産出している（樽野 ）

が中国四川省から産出した完模式標本は臼歯の断片であ

るが が記載した中国四川省の

原記載 は 乳臼歯

までまとまって産出している 中国産と日本産の
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とは臼歯の稜数の違いも見られるので別種の

可能性が指摘されている（樽野 ）

は

および は 稜式，臼歯サイ

ズ エナメル層の厚さ あるいは稜頻度に基づいて同定

できると報告しているので これに を加

えて の歯種および種同定を行

う

２）

三枝（ ）は 属の下顎歯の歯根は 近心

根と遠心根に 分岐し 近心根は第 稜を支えると報

告している は ほぼ完全に近心頬側歯

根が保存されていることから 近心側の一部分が残され

た 稜目が本来の 稜目である したがって稜式は 稜

存在することから ＋６ となる（＋：欠損 ６：稜数

：副稜） また 歯冠の形態から右下顎歯である

の稜の幅は遠心に行くにしたがって広

くなり（５稜で最大） 最後の 稜で少し狭くなり タ

ロニッドで急に狭くなっている このような特徴は長野

県戸隠村（現 長野市）産の の右下顎

（戸隠村地質化石館 図５ ６）に類

似する 稜数は共に 残存歯冠長も の

に対して と近い値を示す

一般に 属の第 大臼歯は 各稜の幅が遠心に向

かうに従い徐々に狭くなり（樽・甲能 樽野

） 属の第 大臼歯では 歯冠幅は 近心

から遠心にかけてほとんど変化ない（樽野 ） 以

上の形態的な相違は 属の第 大臼歯 第 大

臼歯の残存歯冠長の違いとともに が １で

あることを裏付ける

本邦 属の稜頻度とエナメル層厚の関係および歯

冠幅と歯冠高の関係の散布図を図 に示す．表

には 本邦ステゴドン臼歯化石と

標本の各測定値比較一覧を示した．図 は

表 を基に作成した． との比較では

図 で の （ ；図３の

は表２の である．）と本標本は近い値を示して

いる しかし， では

の下顎歯 の稜式は ×７×とされ 本

標本とは異なる との比較では

属の稜頻度とエナメル層厚の関係図 では

の １（ ）と近い値を示しているが

歯冠幅と歯冠高の関係を示した図 では

の １（ ）が本標本より歯冠高が低い点で異なって

いる さらに 下顎歯 の稜式が×８×とされ（樽野

） 本標本の＋６ とは異なる との

比較では は稜式が×８×とされ（

） 本標本の稜式と異なるとともに

属の稜頻度とエナメル層厚の関係 図３ では

の群集は本標本と異なり エナメル層が薄く 稜

頻度が高い点で区別される 以上のことから 本標本

は の右下顎 に同定される

３）

は 稜のみが残存し 側面観で咬合面

はゆるやかに膨出していることから上顎歯である また

本標本の稜の乳頭（ ）がゆるやかな 字状に

並び 咬合面観で それぞれの稜の遠心側基部（舌側―

頬側の１ ３舌側）が強く凹むことから

のトウヨウゾウ

の左上顎 のと比較した結

果 図の 稜目および６稜目の遠心側基部の舌側凹みの

向きが近似する． また に示さ

れるアケボノゾウタイプ標本

（ ） 右上顎 の中央付近の稜にも

この特徴が近似する したがって は右上

顎歯の中央付近の稜をもった臼歯の断片であると推定さ

れる 長野県鮮新統から産出したゾウ頭骨化石を

（新種）として記載した標

本（＝ ）では 右上顎 の 稜や 稜

で稜の近心斜面の傾きが °〜 ° 遠心斜面の傾き

（ °）であり 一方 稜や６稜においては両方の傾き

（ °〜 °）は同じであるとしている（

） 右上顎 の 稜や 稜のこの特徴は

と同じであり 右上顎歯は中

央付近の稜をもった の可能性のある臼歯の断片である

と推定される さらに この の遠心側臼歯
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の４・５・６稜の舌側と頬側斜面（稜の頂と歯冠の頸

部を結んだ斜面）が対称であるのに対して 臼歯の中央

付近の ・ 稜はそれが非対称であるとしている点も

の臼歯のそれらが非対称という特徴と一致す

る は 咬合面が摩耗していない断片

的な の可能性のある上顎歯である したがって 本報

告では種を同定するために 臼歯サイズと稜頻度 あわ

せて の数で 属国内種と比較すること

にする

本邦 属の歯冠幅と歯冠高の関係の散布図（図

）において， の臼歯はどちらも大きな値を

示している 歯冠幅： 歯冠

高： はこの散布図の上顎歯 だけ見ると

歯冠幅： 歯冠高： 歯冠幅：

歯冠高： に近い値を示す は上記

の を新種として記載した標

本（＝ ）である これらと本標本は歯

冠高についてはほぼ同じ値であるが 歯冠幅が小さい点

が異なる しかし の歯頸部の破損およ

び欠損により本来はもう少し歯冠幅は大きくなると思わ

れる また 稜頻度については （ ）

（ ）でこれは （ ）と近い値を示す

異なる点は の数である の数は

（ 〜 ）， であり （ ）と異

なる を新種として記載

した標本（＝ ）の左上顎 の第 稜で

は ９個の小結節に分かれている 数 を持っ

ている（ ） で

は 数は であるが 小結節（ ）を

として数えている可能性も考えられる 樽野

では （＝シンシュウゾウ

）の上顎 ３の歯冠幅は 〜 ±

歯冠高は 〜 稜頻度は 〜 １稜あたりの最大

数は（ 〜 ）としている

は歯冠幅では重ならないがほかの項目は全て重なる

の臼歯は 上顎 の報告がないが 本邦

属の歯冠幅と歯冠高の関係の散布図（図 ）に

おいて，上顎 の 歯冠幅： 歯冠高：

下顎 の 歯冠幅： 歯冠高：

および下顎 の 歯冠幅： 歯冠高：

は 歯冠幅： 歯冠高：

より小さい．稜頻度は （ 〜 ）

および （ ）で

（ ）より稜頻度が高い 数は

（ ） （ ）で の９より上

顎 の で多い では 鮮新

統―更新統の から を通して

に至るサイズの減少進化傾向が認められると

している したがって の上顎 ３の報

告はまだないが 上顎 ３においても同じ傾向が見られ

ると考えられ と区別される

の臼歯は 本邦 属の歯冠幅と歯冠高

の関係の散布図（図 ）において，下顎 の 歯

冠幅： 歯冠高： 下顎 の 歯冠幅：

歯冠高： は 歯冠幅：

歯冠高： より小さい 稜頻度は

（ ） 〜 で

（ ）より稜頻度が高い 数は

（ ）で の９と の下顎 で同じ

数である 樽野 によると アケ

ボノゾウ の上顎 ３の歯冠幅は 〜 歯冠高は

〜 稜頻度は 〜 としている

は この基準だと 歯冠幅 歯冠高は重なるが 稜頻度

は （ ）より稜頻度が高い点で異なり

と区別される の臼歯は

本邦 属の歯冠幅と歯冠高の関係の散布図（図

）において，上顎 の 歯冠幅： 歯冠

高： および上顎 の 歯冠幅：

歯冠高： は 近い位置にあるが

歯冠幅： 歯冠高： より小さ

い 稜頻度は （ 〜 ） で

（ ）より稜頻度が高い 数は

（ ） （ ）で の９より

多い 樽野 によると トウ

ヨウゾウ の上顎 ３の歯冠幅は 〜 歯冠高は

〜 稜頻度は 〜 とされる

歯冠幅： 歯冠高： ，稜頻度
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は （ ）なので この基準にはどれも

重ならない

以上の臼歯サイズ 稜頻度 数の比較結果か

ら は に同定される

４） の生息時代について

日本における と および

の時代の範囲は， 〜 〜 お

よび約 とそれぞれ見積もられている（樽野，

）．

の時代の範囲は， 〜 とされて

いる（ ） 馬場 ほか ，

は，東京都あきる野市鮮新統矢颪層の

の産出層準についてフィッショントラック年代を

調べ， の産出層準がこれまでの 〜 と

いう解釈（樽野， ）より新しい ± の年代

を示し， の産出層準として最も新しい産出年

代を示していることを明らかにした．今回の標本

はどちらも に同定され

る．この産出層準は，前述のように佐伊津層の可能性が

高い．この佐伊津層についても佐伊津層上部基底部の御

領凝灰岩のフィッション・トラック年代が ± を

示し，佐伊津層の年代は 従来鮮新世―更新世（大塚，

とされていた佐伊津層の年代は 新第三紀鮮新世

後期から第四紀更新世初期であることが明らかにされた

（長谷 ほか ） この値は 東京都あきる野市矢

颪産の のフィッショントラック年代に近似し

ていることから，今回の の産出年代について

も矛盾はないと考えられる．

５）天草上島沖有明海海底からの 臼歯化石産

出の意義

天草上島沖有明海海底から 臼歯化石が産出し

た 産出層準は佐伊津層と推定され その時代は 新第三

紀鮮新世後期から第四紀更新世の初期（フィッション・ト

ラック年代： ± ）と推定される これは

の最も新しい産出層準とされる東京都あきる野市

矢颪層（フィッション・トラック年代： ± ）に

比較されることを示唆する したがって 今回の産出は

本邦における の生息年代の最終期から

の出現時期にかけての 属の進化お

よび地理的分布の変遷を考える上で重要な知見を提供する

と思われる

５．まとめ

熊本県天草市有明町赤崎沖の有明海海底から引き上げら

れた 点のステゴドン属臼歯化石を検討した結果，

の右下顎第一大臼歯および

右上顎第三（？）大臼歯と判明した．産出層準は，口ノ津

層群佐伊津層（新第三紀上部鮮新統〜第四紀下部更新統）

と推定される，このことは， ． の産出層準とし

て最も新しいとされる東京，あきる野市鮮新統矢颪層に比

較されることを示唆する． したがって 今回の産出は

本邦における の生息年代の最終期から

の出現時期にかけての 属の進化お

よび地理的分布の変遷を考える上で重要な知見を提供する

と思われる
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図４. 有明海から産出した 臼歯化石　右下顎歯m1(KCM 12-000189)
A. 舌側面観　B. 咬合面観　C. 頬側面観　D. 近心面観　E. 遠心面観
                                                                         スケールバー＝5cm
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熊本博物館における の事例報告

坂本 直也

１． 博物館概要
熊本博物館は人文系 考古・歴史・美術工

芸・民俗 、自然史系 動物・植物・地質・天文・

理工 の資料を管理・保管する総合博物館で、

昭和２７年 １９５２ に開館し、現在地には昭和

５３年 １９７８ に所在地を変更した 写真 。

収蔵資料を約１４万点所蔵し、常設展示室に

加えて分野別の７つの収蔵庫に分散して管理

している。

本稿では、リニューアル後の の取り組

みと環境調査等の結果について報告する。

所 在：熊本市中央区古京町

竣 工：昭和５２年 ６月２３日

開 館：昭和５３年 ４月１日

リニューアル：平成３０年 １２月１日

構 造：鉄筋コンクリート、一部 造

地下１階地上２階

展示室面積：１８００㎡ １ ・２

特別展示室： ㎡ 室

収蔵庫面積：１２０４㎡ 分野別計７室

設 計：株式会社 黒川紀章建築

都市設計事務所

写真１ 熊本博物館外観 上空から

２． ＩＰＭの大きな流れと取り組み
当館は２０１８年のリニューアル後、 に

取り組むため、館内のゾーニングと施設内外

の環境調査を実施している。館周辺は木々に

囲まれ、虫や塵埃等が館内に入りやすい環境

となっており、早急な対応と改善が求められて

いた。そこで、現状としてどのような虫が入り

やすいのかの把握と、資料に被害が及ばない

ための予防とその対策をおこなうため、粘着ト

ラップやデータロガーなどを使用して、館内の

環境を調査することとした。

侵入害虫についてはトラップによる継続的な

調査を実施することで、月ごとの虫の増減や

施設内での年間を通した侵入経路の把握、発

生箇所などをグラフ化し、図面上にプロットす

ることで可視化できるようにした。翌年度以降

は、日常管理に加えて調査結果から保管環境

の改善や清掃などの予防的措置を周知し、対

策を行っている。

カビについては温度・湿度を館内各所に設

置しているデータロガーにて計測し、急激な変

動や外部からの影響、空気の滞留等の調査を

実施している。年間を通して温度２ ～ ℃

程度、相対湿度５０～６０％を目標とし、カビの

発生と拡大を抑制している。新規収蔵品に関

しては、殺虫・殺卵・殺菌の効果をもつ、酸化

エチレンを主成分とする燻蒸剤 エキヒューム

を使用したのち、虫や塵埃等を除去したも

のを収蔵庫に保管するようにしている。その他

カビか埃か判断しづらいものに関しては

検査を実施し、早急な対応をとるかの判断を

行っている。

また、調査結果については、季節ごとの特

徴や各収蔵庫の傾向を館内職員に周知し、資

料を管理する上での注意点や清掃方法につ

ての相談を適宜行っている。
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図５. 有明海から産出した 臼歯化石　右上顎歯 M3 ? (KCM12- 000190)
1. 頬側面観　２. 咬合面観 　3. 舌側面観　 4. 近心面観　５. 遠心面観
                                                                             スケールバー＝5cm
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